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「レヴ ァン ト地方における

中期旧石器の研究」

一舞台をシリア及び周辺地域 に求めて一

庄 司 雅 子

本研究の目的はシリア、レバノン、パレスチナ、イスラエル、ヨルダン、

イラク、イランを含む レヴァン ト周辺地域における中期旧石器時代の石器

群の詳細な編年 と地域的変化について新 たな所見を提示することである。

これ らのレヴァント周辺地域は東アフリカを縦断する大地溝帯の延長線上

である死海地溝帯にあたり、旧石器時代の化石人骨が多数発見 されてお り、

人類の起源や進化を探 るうえで大変重要な地域 として注 目されている。な

かで も20～4万 年前 にあたる中期旧石器時代における調査 ・研究は世界中

の人類学者や考古学者によって多数の報告及び成果が上げられている。 し

か し、これらの報告及び成果は化石人骨に関するものが多 く、その他方で

どの遺跡からも出土する多量の石器群 に関 しては未だ解明されていない部

分が多いのが現状である。そこで、本研究においてはレヴァント周辺地域

における中期旧石器時代遺跡の概要 を把握 したうえで、これ らの遺跡か ら

出土する石器群に考古学的視点で もって新たな答えを導き出 したい。

そのために、過去5回 にわた りシリア ・デデリエ洞窟の発掘調査 に参加

し、詳細な石器実見を行った機会をもち、その後、個人的にシリア ・ダマ

スカス国立博物館 とパルミラ博物館 とにおいて石器実見観察及び関連する

文献収集を中心 とした調査 を行った。まず、収集 した文献資料 をもとに、

未だ完全 に網羅 されていないレヴァン ト周辺地域における中期旧跡時代遺

跡の位置、堆積層位、理化学的年代測定値、遺物等の概要及び本格的な発
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掘調査が行われるようになった1920年 代から現在に至るまでの調査史を整

理 した。 その結 果、過 去の研究 者(Copeland,L.1981;Jelinek,A.J.

1981a.1981b;西 秋1993)が 比較 を控 えて きた地域をあえて含めた広範囲

な地域 において278遺 跡を確認 し、さらに、過去の研究者が行った標準遺

跡出土石器群の3タ イプをもとに化石人骨が共伴する遺跡間を中心 として

比較する方法(Copeland,L.1981;Jelinek,A.J.1981a.1981b;西 秋1993)

ではな く、278遺 跡のうち化石人骨が共伴 しない遺跡 も含めた明確な堆積

が残るll7遺 跡の各堆積層位 に包含する石器群の詳細な比較 を行っている。

本研究 における石器群の比較観察にあたっては レヴァン ト周辺地域を始

め ヨーロッパやアフリカの中期旧石器時代研究で共通認識 として多 く用い

られ て い る フ ラ ン シス ・ボ ル ドに よる石 器 分 類 型 式(Bordes,F.

1961/1988)を 基本とした。 しか し、ボル ドの分類型式はフランスの旧石器

研究の成果から62項 目に設定されたものであ り、これら62項 目をレヴァン

ト周辺地域の石器群に適応することは困難である。そこで、シリア ・ダマ

スカス国立博物館とパル ミラ博物館 とにおいて堆積層位が明確 な遺跡出土

石器の実見観察を行った結果、ボル ドの分類型式のうち細分 されている削

器類 を大別 した り、新たに細分 した石核類 を加えた りして57項 目をレヴァ

ント周辺地域 における分類型式 とした(表1)。 この57項 目にわたる新分類

型式でもって本研究 において堆積層位が明確であるll7遺 跡に関する文献

資料 に掲載 されている図面の石器 を一点ずつ分類するとともに過去の研究

者が各遺跡出土石器群 においてボル ドの分類型式 をもとに分類 した結果を

再び新分類型式に当てはめ、石器組成にまとめた。これらの観察方法にお

いて最 も重要視 した点は、過去の研究者 と同様 に中期旧石器時代 を3段 階

に区分するために各遺跡の堆積層位 とその理化学的年代測定値 とを照合 し

ながら石器群を 「前段階」「中段階」「後段階」 と区分 して とらえた点や、

レヴァント周辺地域の地形及び花粉分析結果による気候環境復元をもとに

「地中海沿岸部」「内陸部」「東部」 と3地 域 に区分 して石器群をとらえた
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点である。こうした比較によって石器群 に時間的及び地域的特性の可能性

を見い出す事が出来た。まず、石器群の時間的特性は図1に あるように 「前

段階」には前期旧石器的石器であるハン ドアックスやチ ョッパー等が最も

多 く、「中段階」か ら 「後段階」にかけては後期 旧石器的石器である掻器

や彫器等が最 も多 くなる傾向があり、57項 目ある分類型式の大部分が時間

的特性 をもつ と考える。 さらに、これらの時間的特性をもつ分類型式をも

とに 「前段階」に最 も多 く見 られるものは1群 、「中段階」に最も多 く見

られるものは2群 、「中段階」及び 「後段階」に最 も多 く見 られるものは

3群 、「後段階」 に最 も多 く見 られるものは4群 と4つ のグループに分け

ることによって編年案を提示 している(図2)。 しかし、これはあ くまでも

石器群の時間的傾向を示すもので しかない。そのため、比較対象 とした117

遺跡の石器群 を4グ ル0プ に分別 し、それらの割合 を比較することによっ

て、この編年案を確認するとともに時間的及び地域的変化の可能性が次の

ように考えられた。図3に あるように 「前段階」は地中海沿岸部 と内陸部

とにおいて1群 が比較的多 く見 られる 「1型」であるが、「中段階」 にな

ると、地中海沿岸部は前段階と同様の 「1型」であ り、内陸部では1群 が

見られな く比較的2群 が多い 「H型」である他方、東部では比較的4群 が

多 く1群 が見られない 「m型 」にな り、「後段階」 になると、地中海沿岸

部では以前 よりも1群 が減少 した 「1'型 」であ り、内陸部は中段階 と同

様の 「II型」である他方、東部では比較的4群 が多いうえに1群 が見 られ

る 「m'型 」である。

つ まり、 レヴァン ト周辺地域の石器群は 「前段階」 には地中海沿岸部と

内陸部 とにおいて同様 な様相であったが、「中段階」 になると地中海沿岸

部は前段階と継続する一方、内陸部 と東部において異なる特徴をもつ石器

群が見 られるようになり、「後段階」では内陸部は中段階と継続するが、

地中海沿岸部と東部 において異なる特徴をもつ石器群が見られるとともに

アナ トリア地域の石器群 と東部のそれとの関連性 も考えられ、東部と地中
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海沿岸部及び内陸部 との類似性が見 られることから、アナ トリア地域とレ

ヴァント周辺地域 との関連性 も指摘できよう(図4)。 さらに、4グ ループ

に分けた編年案をもとに本研究の基本である57項 目の新石器分類型式を並

べ替えることによって、表2に あるような時期性 を表 した分類型式 リス ト

を提示する。

以上、本研究においてレヴァント周辺地域 における中期旧石器時代の石

器群の詳細な編年 と地域的変化について新たな所見や時期性 を表 した分類

型式 リス トを提示 したことは、過去の研究 において解明されていない部分

が多かっただけに意義のあるものと考えられる一方、今後、時期性を表 し

た分類型式 リス トで もってシリアだけでな くその周辺地域へ赴 き、石器実

見観察 を積み重ねたうえで本研究 における所見を確認 し、その結果 を必要

とするすべての人々に提示 してゆきたい。
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表1本 研究における石器分類型式(英 訳/和 訳)と
ボル ドの石器分類型式の対応表

英訳 和訳
:剥

:石刃

:尖頭器

:細長い尖頭 器
:二次加工尖頭器

:細長い二次加 工尖頭器

:疑似尖頭器
:主剥離面加工尖頭器

:細長い主剥離面加工尖頭器
:エミレー型尖頭器

:ムステリアン尖頭器

:細長いムステリアン尖頭器
:片刃削器

:両刃削器
:コンバージェント型削器

:デジェテ型削器

:横断加工削器

:主剥離面加工削器
:載形加工削器

:両面加工削器

:交互加工削器
:掻器

:彫器

:石錐
:先端部裁 断e小 剥離石器

:基端部裁 断e小 剥離石器
:先端部/基 端部裁断=小 剥離石器

:扶入石器

:鋸歯縁石器
:微細加 工石器

:バックドナイフ

:ナチュラルバックドナイフ
:重度使用痕石器

:軽度使用痕石器

:二次加 工石器破損
:剥片破損

:円盤形石核

:亀甲形石核(多 方向剥片剥離)
:ルヴァロワ石核(一 方向剥片剥離)こ

:ルヴァロワ石核(二 方向剥片剥離〉
:ルヴァロワ石核(一 方向石刃剥離)

:ルヴァロワ石核(二 方向石刃剥離)

:角柱形石核
:ルヴァロワ石核(一 方向尖頭器剥離)

:ルヴァロワ石核(二 方向尖頭器剥離)
:ジェルフ=アジラ型石核

:その他の石核

:石核縁端 部石器

:ハンマースト0ン
:自然面剥片

:破片

:ハンドアックス
:チョッパー

:クリ0ヴ ァー
:鋸歯縁状 尖頭器(タヤシアン尖頭器)

:細石器

:原石

ボルド石器タイプ番号
1Flake

2Blade

3Point
4Elongatedpoint

5Retouchedpoint

6Elongatedretouchedpoint
7Pseudopoint

8Point,inverseretouched

gElongatedpoint,inverseretouched
10Emireh-likepoint

llMousterianpoint
12ElongatedMousterianpoint

13S

14S

15S

16S

17S

18S

19S

20S

21S

de-scraper,simple

de-scraper,double
de-scraper,convergent

de-scraper,dejet

de-scraper,transverse

de-scraper,inverse
de-scraper,abrupt

de-scraper,bifacial

de-scraper,alternate
22End-scraper

23Burin

24Borer
25Truncation,distal

26Truncation,proximal

27Truncation,distal+proximal
28Notch

29Denticulate
30Nibbledpiece

31Backedknife

32Naturalbackedknife
33Used-retouchflake,heavy

34Used-retouchflake,light

35Tool-fragment
36Flake-fragment

37Discoidalcore

38Levallo

39Levallo

40Levallo

41Levallo

42Levallo

43Prismat

44Levallo

45Levallo

scorecentralforflake

scoreunipolarforflake

scorebipolarforflake

scoreunipolarforblade

scorebipolarforflake

CCOI'@

scoreunipolarforpoint

scorebipolarforpoint

46JerfA卸atypecore

470therscore

48Core-edgepiece

49Hammerstone

50Corticalflake

510thers

52Hand-axes

53Chopper

54Cleaver

55Tayacianpoint

56Microlithic

57Pebble

1

り
6

㊧
O

l

4

5

6

7

9,10.11

12,13,14,15,16,1T

18,19,20

21

22,23,24

25,45

26,27,46,48

28.50

27,29,47,49

30,31,56

32,33,44,53

34,35

40

40

40

42,52,54

43

39

36,37

38

59,60,6置

55

51
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表2レ ヴァント周辺地域における中期旧石器の

時期性を表 した分類型式 リス ト

新番号 本研究における番号 和訳

6:い ニ ロ工小

10:エ ミレー型 尖頭器

12:細 長いムステリアン尖頭器
21:交 互加工削器

30:微 細加工石器

43:角 柱形石核
56:細 石器

英訳 編年案グループ

-
`
2

3

4
7
に
》
倉U

7
8

Elongatedretouchedpoint

Emireh-likepoint

ElongatedMousterianpoint

Side-scraper,alternate

Nibbledpiece

Prismaticcore

Microlithic 4群

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

5:二 次 ロエ"頭 器

11:ム ステリアン尖頭器
14:両 刃削器

22:掻 器

23:彫 器
24:石 錐

25:先 端部裁断二小剥離石器

26:基 端部裁断=小 剥離石器
28:挟 入石器

29:鋸 歯縁石器

31:バ ックドナイフ
42、:ルヴァロワ石核(二 方 向石刃剥離)

45:ル ヴァロワ石核(二 方 向尖頭器剥離)

46:ジ ェルフニアジラ型石核

Retouchedpoint

Mousterianpoint

Side-scraperdouble

End-scraper

Burin

Borer

Truncationdistal

Truncation,proxima1

Notch

Denticulate

Backedknife

Levalloiscodebipolarforflake

Levalloiscorebipolarforpoint

JerfAllatcore 3群
2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

4:長 い"頭 器

8:主 剥離面加工尖頭器

13:片 刃削器
15:コ ンパ0ジ ェント型削器

16:デ ジェテ型削器

17:横 断加 工削器
18:主 剥離面加工削器

19:載 形加 工削器

27:先 端部/基 端部裁断 ・=小剥離石器
32:ナ チュラルバックドナイフ

37:円 盤形石核
38:亀 甲形石核(多 方向剥片剥離)

39:ル ヴァロワ石核(一 方向剥片剥離)

40:ル ヴァロワ石核(二 方向剥片剥離)
41:ル ヴァロワ石核(一一方向石刃剥離)

44:ル ヴァロワ石核(一 方向尖頭器剥離)

Elongatedpoint

Point,inverseretouched

Side-scrapersimple

Side-scraperconvergent

Side-scraper,dejet

Side-scraper,transverse

Side-scraper,inverse

Side-scraperabrupt

Truncation,distal+proximal

Naturalbackedknife

Discoidalcore

LevalloiscorecentralforBake

Levalloiscoreunipolarforflake

Levalloiscorebipolarforflake

Levatloiscoreunipolarfurblade

Leva皿oiscoreu巾oiarlbrpoint 2群
8

9

0

1

3

3

」弓

4

20:両 面 ロ工 削器

52:ハ ンドア ックス

53:チ ョッパ ー

54:ク リーヴ ァー

Side-scraper,bifacial

Hand-axes

Chopper

Cleaver 1群
42

紹

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

1:剥
2:石 刃

3:尖 頭器

7:疑 似尖頭器
9:細 長い主剥離面加工尖頭器

33:重 度使用痕石器

34:軽 度使用痕石器
35:二 次加工石器破損

36:剥 片石器破損

47:そ の他の石核
48:石 核縁端部石器

49:ハ ンマーストーン

50:自 然面剥片
51:破 片

55:鋸 歯縁状尖頭 器(タヤシアン尖頭器)

57:原 石

Flake

Blade

Point

Pseudopoint

Elongatedpoint,inverseretouched

Used-retouchflakeheavy

Used-retouchmake,light

Tool-fragment

Flake-fragment

Otherscore

Core-edgepiece

Hammerstone

Corticalflake

Others

Tayacianpoint

Pebble
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*⊃:最 も多く見られる時期
*○:各 項 目において見られるもの
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図2 レヴァン ト周辺地域における中期旧石器群の編年案
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図4中 期旧石器時代の レヴァント周辺地域 における石器群の変遷模式図
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